
 
 

 p. 1  

 
 
強い企業と戦える企業 
 
令和６年５⽉１０⽇ 
⿊⽥インターナショナルコンサルティング 
⿊⽥ 毅 
 
強い企業体⼒は。資本⼒と⾼い⽣産性と効率性における優れた企業システムにおける独創
的で機能的な⾃⼰製品基盤であると考える。 
 
これらは創造性を有する時、未来という新しい可能性への参加を得るのである。 
 
戦える企業は⼈材の能⼒である。彼らはその能⼒においてグローバルスタンダードにおけ
る世界市場への参加を有するためである。 
 
これら相乗性は、企業の⾶躍をその計画とビジョンにおいて実現できるのである。 
 
これらは組織と企業環境を新たに有することは、優れた就業環境と経営システムにおいて、
時代性という新しい現実への参加を可能とできるのである。 
 
企業は可能性への参加を実現できるのである。しかしこれには企業基盤を要求するのであ
る。 
 
これらは企業運営や⽣産環境を優れたものとし、⾃⼰のソフト資産の⾶躍が、優れた企業経
営と製品構築を与えるのである。 
 
これらは新たな経済における現実である、知的集積における企業構築は、全ての産業におけ
る新しい未来という現実なのである。これらは知的進歩性が与える新しい現実が今⽇全て
の新しい産業を牽引しているのである。 
 
これらは企業が知的集約性にシフトし、それらにおける創造や企業運営への移⾏を求める
ことが、より優れた企業経営や市場参加を実現できるのである。これらは全ての既存産業は
新しい時代における先端企業、⽣産システムにおいてはるかに⼤きな⾃⼰の⾶躍を実現で
得切るのである。これらシフトは新しい企業基準を要求するのである。 


